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資料２
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在宅医療に関する実態調査の結果報告について
（アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）の普及について）
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回答数：９１２/８，９７５機関（回答率：１０．２％）

対象施設別回答数

電子申請・届出サービスによるＷＥＢ調査

９月２日（月）～１０月１日（火）

在宅医療に関する実態調査結果

調査期間

調査方法

施設区分 回答数

病院 １５１／ ３４２機関 ・・・・・・・・ ４４．２％

診療所 ３１５／４，６３７機関 ・・・・・・・・ ６．８％

薬局 ３３８／３，１５８機関 ・・・・・・・・ １０．７％

訪問看護ステーション １０８／ ８３８機関 ・・・・・・・・ １２．９％
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※病院、診療所、薬局、訪問看護ステーションは9月1日時点の開設済である医療機関等が対象



【在宅医療の実施状況】
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【診療報酬の届出状況】

在宅医療に関する実態調査結果 在宅医療の実施状況（病院）

◼ 病院における在宅医療の実施状況をみると、｢訪問診療も往診も実施｣は29％、｢訪問診療のみ実施｣は11％、
｢往診のみ行っている｣は2％、｢訪問診療も往診も行っていない｣は58％となっている。

◼ 在宅医療を実施している病院の診療報酬の届出状況をみると、「在宅時医学総合管理料を届出かつ在宅療養
支援病院である」が58％、「在宅時医学総合管理料を届出している（在宅療養支援病院でない）」は21％、
「在宅時医学総合管理料を届出していない（後方支援病院含む）」は21％となっている。

n=151
n=63

参考資料



【在宅医療の実施状況】
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n=315

【診療報酬の届出状況】

n=128

在宅医療に関する実態調査結果 在宅医療の実施状況（診療所）

◼ 診療所における在宅医療の実施状況をみると、｢訪問診療も往診も実施｣は29％、｢訪問診療のみ実施｣は
4％、｢往診のみ実施｣は7％、｢訪問診療も往診も未実施｣は59％となっている。

◼ 在宅医療を実施している診療所の診療報酬の届出状況をみると、「在宅時医学総合管理料を届出かつ在宅
療養支援診療所である」が59％、「在宅時医学総合管理料を届出している（在宅療養支援診療所でな
い）」は18％、「在宅時医学総合管理料を届出していない」は23％となっている。

参考資料



○ 病院（１４０/１５１） ・・・・・・・・・・・・ ９２．７％

① よく知っている（１００）・・・・・・・・・・・ ６６．２％

② 聞いたことがある（４０）・・・・・・・・・・・ ２６．５％

〇 診療所（２５８/３１５） ・・・・・・・・・・・ ８１．９％

① よく知っている（１６１） ・・・・・・・・・・ ５１．１％

② 聞いたことがある（９７）・・・・・・・・・・・ ３０．８％

〇 薬局（２４９/３３８） ・・・・・・・・・・・・ ７３．７％

① よく知っている（７９） ・・・・・・・・・・・ ２３．４％

② 聞いたことがある（１７０）・・・・・・・・・・ ５０．３％

〇 訪問看護ステーション（１０７/１０８） ・・・・ ９９．１％

① よく知っている（８９） ・・・・・・・・・・・ ８２．４％

② 聞いたことがある（１８）・・・・・・・・・・・ １６．７％

ＡＣＰの認知度

在宅医療に関する実態調査結果 ＡＣＰ認知度（施設種別ごと）
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県の実態調査結果を踏まえたＡＣＰ認知度比較（職種ごと）

○医師・・・・・・・・・・７５．０％

①よく知っている・・４５．９％、②聞いたことがある・・２９．１％

〇看護師・・・・・・・・・８０．０％

①よく知っている・・４５．８％、②聞いたことがある・・３４．２％

〇介護支援専門員・・・・・８８．１％

①よく知っている・・４７．５％、②聞いたことがある・・４０．６％

全国の認知度
【令和5年12月現在】
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○医師（病院・診療所）・・８５．４％
①よく知っている・・５６．０％、②聞いたことがある・・２９．４％

〇薬剤師・・・・・・・・・７３．７％

①よく知っている・・２３．４％、②聞いたことがある・・５０．３％

〇訪問看護師・・・・・・・９９．１％

①よく知っている・・８２．４％、②聞いたことがある・・１６．７％

※前回調査（Ｒ元）：認知度は前回調査項目になし

【令和6年12月現在】

埼玉県内の認知度
〇医師については、「よく知っている」及び「聞いたことがある」ともに
全国の認知度を上回る。
〇看護師については、「よく知っている」及び「聞いたことがある」とも
に全国の認知度を大幅に上回る。（当県は訪問看護師の認知度）



在宅医療に関する実態調査結果 ＡＣＰ実施状況（病院・診療所）
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○ 病院（１５１）

① 実施している（６１）・・・・・・・・・・・・ ４０．４％（対前回比1.4ptの増）

②（知っているが）実施していない（６３）・・・ ４１．７％

③（知らなかったので）実施していない（２７）・ １７．９％

※前回調査（Ｒ元）：実施している３９％、実施していない４１％、ＡＣＰを知らない２０％

〇 診療所（３１５）

① 実施している（８５）・・・・・・・・・・・・ ２７．０％（対前回比11.0ptの増）

②（知っているが）実施していない（１４１）・・ ４４．８％

③（知らなかったので）実施していない（８９）・ ２８．２％

※前回調査（Ｒ元）：実施している１６％、実施していない３３％、ＡＣＰを知らない５１％

ＡＣＰの実施状況
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在宅医療に関する実態調査結果 ＡＣＰ認知度・実施状況（病院・診療所）

・ 訪問診療を実施している病院 ９６．６％ （５８／６０）

・ 訪問診療を実施している診療所 ９１．５％ （９７／１０６）

・ 訪問診療を実施している病院 ５５．０％ （３３／６０）

・ 訪問診療を実施している診療所 ６２．２％ （６６／１０６）

ＡＣＰの認知度・実施状況（訪問診療を実施している医療機関の場合）

認知度（よく知っている・聞いたことがある）

実施状況（実施している）
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現状及び現在の取組（医療従事者等への普及）

⚫ 実態調査結果によると、医療従事者（医師・薬剤師）の認知度については、「よく知っている・

聞いたことがある」の割合が、約７割～８割となっている。

⚫ 実態調査結果によると、医療機関（病院・診療所）の実施については、「実施している」の割合

が、約３割～４割となっている。
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(1)現状

⚫ 患者本人の意思決定を支援するためには、医療従事者等がＡＣＰを適切に

理解し、実践していただけることが重要。

⚫ 郡市医師会が実施する医療従事者等向けの研修会等を支援している。

(2)現在の取組
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人生の最終段階における適切な意思決定支援の推進

出典：厚生労働省保険局医療課（令和６年度診療報酬改定の概要抜粋）

参考資料



ご意見をいただきたい論点

２ 在宅医療に関する実態調査の結果報告について

（アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）の普及について）
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【論点１】（Ｐ７）

・医療従事者（医師・薬剤師）における「よく知っている・聞いたことがある」の割合が、約７割～

８割という実態調査結果を踏まえ、医療従事者に関する「ＡＣＰの普及（認知度の向上)」に向け

て、どのような取組が必要で、効果的と考えるか。

【論点２】（Ｐ８）

・医療機関（病院・診療所）における「実施している」の割合が、約３割～４割という実態調査結

果を踏まえ、医療機関に関する「ＡＣＰの普及（実施率の向上）」に向けて、どのような取組が必

要で、効果的と考えるか。

【論点３】（Ｐ９）

・訪問診療を実施している病院におけるＡＣＰ実施率が診療所に比べて低い現状を踏まえ、

実施率向上に効果的な対策や手法がないか。
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